










4.考案ならびに要約 

経口避妊薬中止後の妊孕性の回復とその時期,ならびに経口避妊薬服用が胎仔にどのよう

な影響を及ぼすかを,ethynodiol diacetate と mestrano1 合剤を用いて基礎的な研究を行

なった。 

ethynodiol diacetate と mestranol の配合比が 5 対 1 の合剤を雌ラットに投与すると,投

与量が少量でも体重増加に対して抑制効果がえられ,ヒトに投与した場合とは相反する結

果がえられた。マウスでは同量投与でも体重増加に対する抑制は全くなかった。動物によ

るこの差異は薬剤の代謝形成,代謝速度,または動物の薬剤感受性の相違によるものと推測

される。 

ラットの交配実験で,1.2mg/kg と 0.3mg/kg 投与群の投与中止直後において,交尾があった

動物の妊娠不成立の増加と一頭あたりの着床数の減少が認められ,さらに総着床数の減少

もみられた。しかし,ヒトの常用量に相当する 0.012㎎/Kg 投与群ではこれらの所見はみら

れず,また1.2mg/kgと0.3mg/kg投与群でも10日群と20日群ではそのいずれにも差異がみ

られなかった。これらのことから 0.3ｍg/kg の用量以上の投与では,投与中止後 10 日以内

では着床阻止作用があると推定される。一方,マウスの交配実験では,どの実験群も着床阻

止作用はみられなかった。 

胎仔に対する影響は,性比,生仔数,死胚数,胎仔の体重と体長,ならびに性器肛門間距離に

はラット,マウスとも影響を受けなかった。胎仔の奇形はラットとマウスでは相違があり,

ラットでは外表奇形としては発現しないで,肋骨の屈曲が認められた。一方,マウスでは肋

骨の屈曲は認められず,口蓋裂が発生した｡しかしながら,ラットの肋骨屈曲,マウスの口蓋

裂の発生率は,対照との間に有意の差は認められなかった。 

このように,ethynodiol diacetate と mestranol の合剤はラットとマウスでは異なった影

響を及ぼし,種属による差があると考えられた。 


